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ハ 不 ル

神
仏
分
離
研
究
の

現
代
的
意
義

　
　

−
神
仏
関
係
史
の

再

構
築
を

目
指
し
て

ー

代
表
者
・

司
会
　
櫻
井
治

男

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
鷲
見
定

信

近
世

・

近
代
の

神
仏
関
係
の

位
相

阪

　
本
　
是
　
丸

　
一
　

神
仏

判
然
（
神
仏

分

離
・

以

下、

一

般
に

馴
染
ん

で

い

る
の

で

「

神
仏
分

離
」

の

語
を

用
い

る
）

の

多

様
性
か

ら

見
る

神
仏

習
合
の

多
様

性
　
　

 
石

清
水
八

幡
宮、

北

野
天

満
宮
な
ど

「

宮
寺
」

の

神
仏
分
離

 
延

暦
寺
と

日

吉
社
の

神
仏

分

離

 
興
福
寺
と

春
日

社
の

神
仏

分

離

 
輪
王

寺
と

東
照

宮
の

神
仏
分

離
　
 
氷
川

社
・

鷲
宮
社
な
ど

の

神
仏
分

離
　
 
「

秋
葉
山
」

の

神
仏
分

離
　
 
そ
の

他、

夥
し

い

神
仏
分

離
の

事

例

こ

れ
ら

の

神

仏
分
離
の

事
例
か

ら、

神
仏
分

離
以

前
の

「

習
合
形

態
」

の

歴
史
の

多
様

性
を

考
え
る
こ

と

に

も

意
味
が

あ
ろ

う
。

　
二

　
発
表
者
の

神
仏

分
離
及
び

神
仏
習
合
に

関
す
る

基

本
的
理

解
に

対

し
、

最
近、

『

柬
海
近

代
史
研
究
』

三

〇
（
二

〇

〇
八）

所
収
の

田

村
貞

雄
氏
よ

り

「

秋
葉
山
略
縁
起
と

近
世
国
学
老
の

付
会
」

な

る

論
考
で
、

「

初
歩
的
な

問
題
だ
が
、

阪
本
氏
は

権
現
と

「

神
」

と

の

語
義
を

錯
覚
し

て

い

る
。

神
仏
習
合

・

本
地
垂

迹
の

も

と

で

は
、

権
現

は

神
な

の

で

あ

る
。

…

本
地
垂
迹

説
へ

の

氏
の

基

本
的
理

解
に

問
題
が

あ
り
そ

う
だ

。

」

、

と

い

っ

た

批
判
を

戴
い

た

（
拙
稿

、

「

秋
葉

山
本
宮
秋
葉

神
社
小

考
」

へ

の

批
判）

。

「

権
現
は
神
な
の

で

あ
る
」

と

m
村
氏
は

い

う
。

ま

さ

に、

そ

の

通
り

で

あ
る

。

「

中

古
以
来
某

権
現
或
は

牛
頭

天
王

之
類

其
外
仏
語
を

以

神
号
に

相
称
候
神
社
不
少
候
何
れ

も
其

神
社
の

由
緒
委
細
に

書
付
早
々

可

申
出
候

事
」

（
慶

応
四

年
三

月
二

八

円
）

と

あ
る

よ

う
に
、

維

新
政
府

（
の
一

部・2・
）
も

「

権
現
」

が

「

神
仏
」

の

う
ち

の

「

仏
教
」

教
説
で

い

う

「

仏
・

菩
薩
」

で

は

な

く、

「

権
現
」

が

「

神
」

と

同

義
語
で

あ
る

こ

と

ぐ

ら

い

は

承
知
し
て

い

た

で

あ
ろ

う
。

ま

し

て
、

か

の

延
喜
式
に

大
洗
磯

前
薬
師
菩
薩

神
社
や

酒
列
磯
前
薬
師
菩
薩
神
社
も

あ
れ

ば、

八

幡
大
菩
薩

筥
埼
宮
や
八

幡
大

菩
薩
宇
佐
宮
も
記
載
さ

れ
て

い

る

の

だ

か

ら、

権
現
は

当
た

り

前
の

こ

と
、

「

菩
薩
」

号
で

あ
っ

て

も
「

神
」

で

あ
る
と

思
慮
さ

れ

た
と

し
て

も

不

思
議
は
な

い
。

そ
も

そ
も、

田

村
氏
は

「

秋

葉
信

仰

は、

愛
宕

信
仰
と

同
じ

く

火
に

対
す
る

信
仰
と

習
俗
を

基
礎
と

し

て

お

り、

近

世
以
来
全

国
各
地
に

普
及
し

て

い

る
。

そ

の

某
盤
に

は、

古
代
以

来
の

修
験
道
と

山
岳
信

仰
が

あ
る

」

と

自
ら

述
べ

て

い

る

よ

う
に
、

発
表

者
が

指
摘
し

て

い

る

の

は
、

そ

の

「

古
代
以

来
の

修
験
道
と

山
岳
信
仰
」

に

は

「

カ

ミ
」

観
念
は
無
関
係
で

は

な

く、

そ

れ

が

存
在
し

て

い

た

か

ら

こ

そ
成
立
し
た

の

で

は、

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
三

　
発
表

者
の

神
仏
分
離

研
究
の

基

本
姿
勢
で

あ
る

が
、

た

と

え
ば

、

秋
葉
山
で

の

神
仏
分

離
は、

カ

ミ

と

仏

教
、

そ

し

て

修
験

道
が

絡
ま
っ

た
、

一

見
非

常
に

特
異
な

例
に

思
え
る

が
、

実
は
、

そ

こ

ー

神
仏
分
離
の

舞
台
1
に

存

在
す
る

「

宗
教
者
」

た

ち

の、

或
る

者
か

ら
見
れ

ば

宗
教
的

無
節
操、

ま
た

或
る

者
に

す
れ

ば
「

宗
教
的
寛
容
性
」

と

評
価
が．
一
分
さ

れ

る

「

日
本
入
の

宗
教
性
」

の

特
徴
が

象
徴
的
に

見
て

取
れ

る

の

で

は

な

い

の

か
、

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

　
そ

れ

に

気
付
い

た

鷲
尾

順
敬
は

、

か

の

北

野
社
の

神
仏

分
離
に

際
し
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パ ネル

て
、

北
野
社
の

松
梅
院
な
ど

菅
原

姓
吉
見
氏
が
、

そ

れ

ま

で

の

「

法
体
」

奉
仕
を

「

い

な
し

こ

め
し

こ

め

き
ぶ

つ

の

み

ち

も
て

つ

か

え

ま
つ

り
し

を
」

い

と

も

簡
単
に

捨
て

去
っ

て

平

然
と

し
て

い

る

こ

と

に

対
し、

「

こ

の
一

事
で

、

祠
官
三

家

以
下
社
僧
の

態
度
が

知
ら
る

》

の

で

あ
る

。

彼
ら

の

内
一

人
も
自
ら
こ

れ
を

異
ま
な
か

つ

た
の

で

あ
る

。

…

…

諸
坊
に
、

仏

教
関
係
の

図
像
等
が

多
か

つ

た
が
、

住
持
が

仏
教
の

信
仰
が
な
か

つ

た
か

ら、

各
自
ら

意
に

任
せ

て

売
却
し

た
も
の

で

あ
る

。

」

と

評
し

て

い

る
。

　
か

か

る

事
例
は、

興

福
寺、

永
久

寺
等
枚
挙
が

な
い

。

だ
が

、

大
宮

・

氷
川
神
社
や
金
刀
比

羅
宮
な
ど
ホ

ト

ケ

で

あ
れ、

カ

ミ

で

あ
れ、

己
の

信

ず
る

道
の

た

め
に

出
処

進
退
を
決
し
た

宗
教
者
も
少
な
か

ら
ず
い

た

で

あ

ろ

う
。

　
こ

の

発

表
が
、

神
仏
分
離
を

招
き

、

そ

し
て

そ

の

神
仏
分

離
の

場
を

様
々

な

形
で

生
き

抜
い

て

き
た
日

本
人
の

「

宗
教
性
」

と

生

活、

そ

し
て

そ

の

歴
史
を
少
し
で

も

実
証
的
に

解
明
で

き

る
参一
考
に

な

れ
ば

幸
甚
で

あ

る
。

宗
教
都
市
宇
治
山
田

に

お

け

る

　
　

神
仏
分
離
の

諸
問
題

牟

　
禮

仁

　

伊
勢
神
宮
と

そ

の

鎮
座
地
で

あ
る

宇
治
（
内

宮）
。

山
田
（
外
宮）

は
、

仏
法

・

仏
事
忌
避
の

神
舐
信

仰
の

伝
統
性
を

継
承

す
る

典
型

的
事
例
と

み

ら
れ
て

い

る

が
、

一

方
、

古
代
後
期
以
降
仏
法
者
を

引
き

つ

け、

ま

た

各

地
か

ら

人
々

の

参
詣
す
る

セ

ン

タ

ー
・

聖

地、

宗

教
都
市
と

し

て

あ
っ

た
。

そ
こ

で

の

神
仏
関
係
に

は
、

 
信

仰
 
思
想

 
歴
史
・

制
度
 
空

間
・

建

物
 
物
象
 
入

 
儀
礼
・

祭
儀
な

ど

の

レ

ベ

ル

で

多
様
な

様
相
が

あ
っ

た
。

そ

こ

に

は
二

つ

の

志

向
性
が

あ
っ

た
。

神
宮
側
に

あ
っ

て

は、

マ

イ
ナ
ス

（
禁
忌

−

判
然

−

隔

離
−

分

離
−

排
斥

−

排
除
）

の
、

ま

た

神
宮
側、

寺
院
・

僧
侶
側
に

あ
っ

て

は
プ
ラ

ス

（

接
近

−

共

存
−

結
A

甲
混
淆

−

習
ム
ロ
ー

融
合）

の

志

向
性
と

が

併
存
し
た

。

　

古
代
に

お

け

る

神
仏
関
係
は、

奈
良
時
代
伊
勢
大
神
宮
寺
が

建
立
さ

れ

た

こ

と

に

示
さ

れ
る

神
仏
接
近
に

始
ま
る

が
、

以
降

、

忌
詞
・

「

屏
仏
法

息
」

（
伊
勢
神
道
書）

な

ど

神
仏
隔
離
の

理

念
が

定
ま

る
。

一

方
で、

神
宮

祠
官
の

仏
法

信
仰
が

十
世
紀
末
〜
十
二

世
紀
に

は

浸
透
す
る

。

ま
た
僧
侶

の

参
詣、

神
前
読
経
が

盛
ん

と

な
り

、

天

照
大

神
の

本
地
仏
を
十
→

面
観

音
・

大
日
如

来
と

す
る

思
想
が

広
ま

る
。

　

中
世
で

は、

「

隔

離
」

と

「

習
合
」

と

が

併
存
し

つ

つ
、

祠

官
側
の

「

習
合
」

の

信
仰
内
面
化
が

進
む
と

と

も
に、

式

年
遷
宮
遂
行
の

勧
進
に

僧
侶
の

関
与
や

修
験
の

参

詣
・

関
与
も
深
ま

る
。

　

近
世

、

人
口

約
五

万
人
の

マ

チ
の

実
態
は
「

寺
町
」

と
い

え
る

。

寺
院

数
の

最
多
は、

山
田
で

は

三

七
「
、

宇
治
は

七
八

で

あ
っ

た
。

 ．
宗
派
の

内
訳
は
、

明
治
二

年
に

は

三
｝

五

ヶ

寺
の

う
ち
浄
土
宗
一

〇
六
・

禅
宗
一

五

七
・

真
言
宗
三

八
・

天

台
宗
六

・

真
宗
六
と
、

浄
土
宗
と

禅
宗
が

圧
倒

的
で

あ
っ

た
。

 
規
模
の

別
を

寺
号
に

み
る
と

、

院
・

庵
・

軒
・

坊
・

堂

な
ど

が

五

〇
％
と

高
い

。

寺
院
の

多
く
は

明
確
な

由
緒
を

有
さ

ず、

そ

れ

ら
は

中
世
後
期
以

降
に

由

来
し、

近
世
初
期
の

寺
請
制
度
な

ど

に

よ

り
勧

進

聖
（
浄
土

系
）

・

修
験
者
な
ど

が

定
着
化
し

た

こ

と
、

檀
那
寺
よ

り
檀

家
を

も
た

な

い

祈

濤
寺
の

割
合
が

多
い

こ

と

が

推
さ

れ

る
。

そ

し
て

「

隔
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